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新 ま ち づ く り 計 画 （ H16 ～ 18 ） 事 業 総 括 調 書

19 年 度 以 降 の 方 向 性 ・ 事 業 の 予 定

本総合調査成果の積極的な活用を図る。
サッポロカイギュウの学術的研究の継続。
サッポロカイギュウが生きていた時代を含む、札幌の自然環境の変遷史を構築していく必要がある。
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大型動物化石発見に伴う総合調査事業

観光文化局文化部市民文化課　三浦　211-2261

全　　体　　計　　画　　(　　当　　初　　)

担 当

事

業

内

容

１６年度：調査検討会議（調査体制の立ち上げ、調査概
要の設定）、予備探査、発掘調査、市民報告会（フォー
ラム/シンポジウム）等。
１７年度：地史の変遷を明らかにするための本格調査・
資料分析・整理、市民への報告会。
１８年度：調査・研究、資料整理、成果の取りまとめ、報
告書、市民への報告会。

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞　平成15年8月、札幌市内ではじめて確認された脊椎動物化石（カイギュ
ウ類）の発掘調査及び、この生物が生息していた後期中新世を含む札幌
の古環境を地質学、年代測定学、花粉分析学等の関連諸科学を結集し
て総合調査し、その成果を報告書にまとめる。収集された資料及びデー
タは札幌の過去の姿の一端を実証的に明らかにする体系的な博物館資
料であり、札幌市の財産として保管する。なお、多くの市民が協働で札幌
という地域の過去を探求し、理解してもらえるような多様なメニューを用意
し、事業への参画意識を高める。

平 成 16 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 17 年 度 事 業 内 容 　（ 決 算 ）
(1)　資料収集
○調査収集された資料を博物館活動センターの資料として、分類・整理
し収蔵した。
(2)　調査・研究
○検討会により調査計画を策定、調査・連携体制構築。
○カイギュウの発掘調査を市民参加型で実施。
○カイギュウの出土地層の年代と堆積環境の調査・分析を実施（サンプ
リング、年代測定、微化石等分析）。結果、カイギュウの「ヒドロダマリス
属」としては日本最古級の化石であることや生息当時の海の様子の一端
が判ってきた。
○総合調査の経過を映像に記録。
(3)　普及交流事業
○市民参加の体験学習を兼ねて調査地点の化石発掘を実施するほか、
調査地点及び周辺の市民見学会、説明会などを実施。
○調査報告会を、多数の市民に公開する形で３月に開催。
○調査や整理に積極的に携わることができる市民ボランティアを育成す
るための養成講座を開催。
(4)　調査速報展
○調査の途中経過や出土資料などを随時博物館活動センターで展示。

(1)　資料収集
 ○　発掘・調査により収集された資料を博物館活動センターの資料として、
分類・整理し収蔵。
 (2)　調査・研究
 ○　調査計画を調整。 ○  カイギュウの学術的研究。
 ○　鯨類化石の発掘箇所の調査及び生痕化石調査を市民参加型で実施。
 ○　総合調査の経過を映像に記録。
 ○　カイギュウ化石・鯨類化石の出土地層の年代と堆積環境の調査・分析を
実施（サンプリング、年代測定、微化石等分析、貝化石等の調査）。
 ○　札幌産カイギュウの原骨格標本作製。
 ○　当時の地形の変動の経過を明らかにするため、豊平川周縁の山塊形成
時期を調査、分析（八剣山、砥山、藻岩山 などの年代の測定・・・Ｈ17、18で
予定）。
 (3)　普及交流事業
 ○　市民参加の体験学習を兼ねて化石発掘調査を実施したほか、調査地点
及び周辺の市民見学会、説明会などを実施。
 ○　調査報告会を、多数の市民に公開する形で開催。
 (4)　調査速報展を開催。
 ○　調査の途中経過や採取資料などを随時博物館活動センターなどで展
示。

平 成 18 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ）
(1)　資料収集
 ○　発掘・調査により収集された資料を博物館活動センターの資料として、
分類・整理し収蔵。
 (2)　調査・研究
 ○　調査計画の調整、報告書の作成。
 ○  カイギュウの学術的研究。
 ○　総合調査の経過を映像に記録。
 ○　カイギュウ化石・鯨類化石の出土地層の年代と周辺の堆積環境の調査・
分析を行った。
 ○　札幌産カイギュウの骨格標本作製(1次資料）。
 ○　当時の地形の変動の経過を明らかにするため、豊平川周縁の山塊形成
時期を調査、分析（八剣山、砥山、藻岩山 などの年代の測定・・・Ｈ17、18）。
 (3)　普及交流事業
 ○　市民参加の体験学習を兼ねて化石採取会を実施。
 ○　調査報告会を、多数の市民に公開する形で開催。
 ○　調査の途中経過や採取資料などの速報展は随時博物館活動センター
などで展示。
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課    題

　大型海生哺乳類化石の発掘調査を実施し、体系的資料の収集と、調
査研究を進めることにより、サッポロカイギュウの化石が「属」としては世
界最古のものであることを明らかにすることができた。札幌から内外に学
術的に貴重な情報を発信できた。
　また、調査の進展により、いままで具体的に明らかではなかった札幌の
太古の自然環境とその変遷についての新たな事実を明らかにすることが
でき、太古の歴史に対する市民の関心や認識を深めることができた。
　市民の参加や関係機関の連携・協力を促進することができた。
  札幌が地質学的に貴重なフィールドであることを明らかにした。

　・調査で収集された体系的資料や学術的情報を適切に整理、保存し
活用していく必要がある。
　・サッポロカイギュウの学術的研究を継続し、研究成果を引き続き学会
等に発表していく必要がある。
　・サッポロカイギュウが生きていた時代前後の自然環境とその変遷に係
る調査・研究を継続し、札幌の基盤形成の過程や自然環境の変遷史を
構築していく必要がある。
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